負担限度額認定を申請される方へ　　　　　　　　　　　　
　負担限度額認定は、以下の認定要件に該当される方が対象です。
[bookmark: __UnoMark__16_1142062269]【認定要件】
	負担段階
	所得要件
	預貯金等（夫婦の場合）

	第１段階
	・生活保護受給者
・市町村民税世帯非課税※１である老齢福祉年金受給者
	１，０００万円以下
（２，０００万円以下）

	第２段階
	市町村民税
世帯非課税者
※１
	合計所得金額＋年金収入額※２が８２.６５万円以下
	６５０万円以下
（１，６５０万円以下）

	第３段階①
	
	合計所得金額＋年金収入額※２が８２.６５万円超
１２０万円以下
	５５０万円以下
（１，５５０万円以下）

	第３段階②
	
	合計所得金額＋年金収入額※２が１２０万円超
	５００万円以下
（１，５００万円以下）


※１　別世帯に配偶者がいる場合は、別世帯の配偶者も市町村民税非課税である必要があります。
※２　非課税年金も含みます。
【申請に必要なもの】
　①　介護保険負担限度額認定申請書・・・別紙の記入例を参考に必要事項を全てご記入ください。
　②　資産状況を確認できる書類・・・本人及び配偶者の名義の資産全てについて、下記の【本人及び配偶者の資産状況が確認できる書類】を参考に、書類をご用意の上、提出してください。
※生活保護受給中の方は、添付書類は不要です。配偶者とは、夫または妻（内縁関係を含む）です。
　③　配偶者について、該当年度１月１日時点で久喜市に住民記録がなかった場合は、住民税非課税
証明書を、該当年度１月１日時点の住所地の市区町村から取り寄せて添付してください。
※該当年度の考え方：１～7月に申請する場合は昨年１月１日。８～１２月に申請する場合は本年
１月１日。
[bookmark: _Hlk231586572]【本人及び配偶者の資産状況が確認できる書類】

	　預貯金等の種類
	提出書類

	預貯金
（普通・定期・積立など）
	通帳の写し
（銀行名・支店名・口座番号・名義人氏名の分かるページと最終残高、直近２か月の取引を確認できるページ。年金を受給されている方は直近の入金記録を確認できるページ。定期預金・積立預金などの場合は、現在の残高を確認できる全てのページ）

	有価証券
（株式・国債・地方債・社債など）
	証券会社や銀行の口座残高の写し
（銀行名又は社名・支店名・口座番号・名義人氏名の分かるページと最終残高、直近２か月の取引を確認できるページ）

	金・銀（積立購入を含む）
※購入先の口座残高によって時価評価額が容易にできる貴金属
	購入先の口座残高の写し

	投資信託
	銀行、信託銀行、証券会社等の口座残高の写し注3
（銀行名又は社名・支店名・口座番号・名義人氏名の分かるページと直近２か月の取引を確認できるページ）

	現金
	申請書へ合計金額を記入してください

	負債
	借用書の写しなど




[bookmark: __UnoMark__110_1142062269] (
！
)      申請書を提出される前にご確認下さい。
 (
●通帳など口座残高の情報については、紙の通帳をお持ちでない方（インターネットバンク利用者など）は該当する口座残高が分かるウェブサイトの
画面
を出力したものをご用意ください。紙の通帳を窓口にご持参いただき、その場で写しをとることも可能です。
●提出書類は出来るだけ
A
４サイズ
でご用意ください。
●
通帳
の写し
は、
必ず記帳して最新の状態とし
、
銀行名・支店名・口座番号・名義人氏名の分かるページ
も
必ず
添付してください。
　　　　　　　　　
●ご夫婦
が認定証をそれぞれ
申請される場合、
申請書ごとに提出書類を
添付してください。
●書類に不足があった場合、そのままでは認定証を交付できない場合があります。申請者にご連絡して、追加の書類の提出を求める場合がありますので、ご了承ください。
●認定証の交付後、資産を過少に申告されていたことが判明した場合、
遡って認定証が無効になり、その間に使用した給付費（本来の自己負担額と限度額の差額）を全て返還いただいた上で加算金を徴収することがございます。
●
郵送でお手続きいただくことも可能です。申請書と添付書類全てを同封して、久喜市役所介護保険課までお送りください。
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 (
多くの金融機関の通帳は、表紙を開いた最初のページに印刷されています。
)
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【
お問合せ先
】
久喜市役所介護
保険
課　保険料・給付係
 
電話　
0480-22-1111
)
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